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令和４年　第２回臨時会
（開催日程：令和４年５月２７日）

審　議　結　果
議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

専決処分した事件の承認について
「北竜町と雨竜町における自家用有償旅客運送に関する事務の委託に関する規約」
（北海道中央バス株式会社滝川北竜線の廃止に伴い、交通空白地となる北竜町境界から追
分市街停留所の区間において北竜町が運行する自家用有償旅客運送に関する事務を処
理できるよう規約を制定するもの）

承 認

専決処分した事件の承認について
「令和３年度雨竜町一般会計補正予算（第１２号）」
（2,460万6千円を追加し、総額43億7,181万円とする）

承 認

専決処分した事件の承認について
「雨竜町税条例等の一部を改正する条例の制定について」
（地方税法等の改正に伴い、雨竜町税条例等の一部を改正するもの）

承 認

令和４年度雨竜町一般会計補正予算（第１号）
（5,145万5千円を追加し、総額40億721万円とする）

原 案 可 決

議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（議会議員の期末手当の支給月数を改正するもの）

原 案 可 決

特別職給料額等支給条例の一部を改正する条例の制定について
（特別職の期末手当の支給月数を改正するもの）

原 案 可 決

雨竜町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（国家公務員の給与改定に伴い、本条例を改正するもの）

原 案 可 決

雨竜町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
（会計年度任用職員の期末手当の支給月数を改正するもの）

原 案 可 決

雨竜町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
（地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決
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一 般 会 計 補 正 予 算

◇令和３年度一般会計補正予算（第１２号） 
　これまでの予算に2,460万6千円を追加し、総額43億7,181万円とする。
　（歳出の主な内容）

総 務 費
民 生 費

財政調整基金積立金 33,154,000円
住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 △ 8,400,000円

◇令和４年度一般会計補正予算（第１号） 
　これまでの予算に5,145万5千円を追加し、総額40億721万円とする。
　（歳出の主な内容）

総 務 費
衛 生 費
衛 生 費
衛 生 費
商 工 費
商 工 費

町有財産解体工事費 1,760,000円
ワクチン接種委託料 3,074,000円
ワクチン接種券印刷業務委託料 1,000,000円
国費過年度分精算還付金 3,230,000円
うりゅう商品券全戸配布事業取扱委託料 22,978,000円
商工業者緊急対策給付金 17,500,000円

質問１
Ｑ．（吉見議員）
　　　今回、商工業者緊急対策給付金事業として、コロナ禍や物価上昇の中、商工業者も大変
な時なので良い事業だと思うが、商工会には農業法人も含まれているが、今回のこの事業
は商工業者だけなのか。また、農業法人でサービス業を行っている会社もある。その様な
農業法人は事業対象としては対象になるのか。

Ａ．（産業建設課長）
　　　商工業者への緊急対策給付金事業ということで、農業法人を除く町内事業者を対象に支
援していきたいということで考えている。

質問２
Ｑ．（吉見議員）
　　　商工業者緊急対策給付金事業の車両加算について、法人は法人登記されている車両です
ぐわかるが、個人事業主については、自家用車を使われている場合もあるが、事業所で使
用している車両の考え方はどのように考えているのか。

Ａ．（産業建設課長）
　　　基本的には事業で利用している車両ということで、通勤車両は除くことで考えている。
申請についてはその事業に使われている車両のナンバープレートと車種等を記入して申告
してもらい、商工会等に確認していただく考えでいる。

令和４年度一般会計補正予算（第１号）商工費への質疑応答
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議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果
令和４年度雨竜町一般会計補正予算（第２号）
（1,640万7千円を追加し、総額40億2,361万7千円とする）

原 案 可 決

雨竜町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定について
（地方税法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決

雨竜町道路線の認定について
　路線番号　130　　 路線名　　南23号線
　起点　　　雨竜町字満寿33番地224地先
　終点　　　雨竜町字満寿33番地222地先

認 定 可 決

雨竜町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について
（雨竜町過疎地域持続的発展市町村計画の事業内容の一部を変更するもの）

原 案 可 決

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について
（新たに加入する団体の発生に伴い、規約別表の変更について協議するため、本案を提出
するもの）

原 案 可 決

北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について
（新たに加入する団体の発生に伴い、規約別表第１の変更について協議するため、本案を
提出するもの）

原 案 可 決

北海道市町村総合事務組合規約の変更について
（新たに加入する団体の発生に伴い、規約別表第１及び別表第２の変更について協議する
ため、本案を提出するもの）

原 案 可 決

雨竜町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（雨竜町字満寿32番地330　若山　優司　氏）

同 意 可 決

令和３年度雨竜町一般会計繰越明許費に係る歳出予算の繰越した経費の報告につ
いて

報 告 済

雨竜町土地開発公社の業務報告について 報 告 済

株式会社雨竜町振興公社の業務報告について 報 告 済

令和４年　第２回定例会
（開催日程：令和４年６月２１日）

審　議　結　果

一 般 会 計 補 正 予 算
◇令和４年度一般会計補正予算（第２号） 
　これまでの予算に1,640万7千円を追加し、総額40億2,361万7千円とする。
　（歳出の主な内容）

民 生 費 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金 3,500,000円
民 生 費 保育園指定管理費 1,434,000円
農林水産業費 農地整備事業負担金 1,551,000円
農林水産業費 林道等維持補修工事費 2,782,000円
土 木 費 わかば団地建替事業費（建設工事） 3,130,000円



－5－

〇森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求める意見書
　（要旨）　本道の森林を将来の世代に引き継いでいくため、活力ある森林づくりや防災・

減災対策をさらに進め、森林・林業・木材産業によるグリーン成長が実現できる
よう、施策の充実・強化を図ることを強く要望する。

【提出先：内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣・
　　　　 農林水産大臣・経済産業大臣・国土交通大臣・環境大臣・復興大臣】

〇子どもたちへのより良い学習環境作りと働く教職員の労働環境改善を求める意見書
　（要旨）　教職員の無制限・無定量の超過勤務を容認する「給特法・条例」を廃止するな

どの法整備の見直しとともに、基礎定数法の改善や少人数学級の早期実現、全教
職員による協力・協働体制による「学校づくり」を具現化することを要望する。

【提出先：内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣・財務大臣・文部科学大臣・
　　　　 内閣府特命担当大臣（地方創生担当）】

〇地方財政の充実・強化に関する意見書
　（要旨）　地方公共団体には多岐に渡る役割が求められている一方、地域公共サービスを

担う人材が不足している。次年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、コ
ロナ禍への対応も勘案しながら、歳入・歳出を的確に見積り、地方財政の確立を
目指すよう求める。

【提出先：内閣総理大臣・衆議院議長・参議院議長・総務大臣・財務大臣・厚生労働大臣・
　　　　 内閣府特命担当大事（地方創生担当）・内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）】

〇食料安全保障の強化を図る新たな国の予算確保と国民への理解醸成を図る意見書
　（要旨）　食料自給率向上を図る国内生産の基盤強化をはじめとする新たな施策と予算の

確保が不可欠である。よって、食料の安定供給と農業の持続的発展のため、我が
国の食料安全保障の強化と国民への理解醸成が図られるよう要望する。

【提出先：内閣総理大臣・財務大臣・農林水産大臣】

意　見　書 　第２回定例会で議員から提案された次の意見書について審議の
結果、原案のとおり可決され、関係行政庁に提出しました。

　去る２月２４日にロシア連邦はウクライナへの軍事侵攻を開始した。
　その結果、民間人を含む多数の犠牲者を出すなど、多くのウクライナの人々が生命への
危険と避難生活を余儀なくされている現状は、残虐行為であり、決して人道的に許される
ものではない。
　ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻は許し難い蛮行であり、武力の行使を禁ずる
国際法の深刻な違反である。特に、核による威嚇を繰り返すことは、国際秩序の根幹を揺
るがし、世界の平和と安全を大きく損なうものであり、断固容認することはできない。
　よって、雨竜町議会は、ロシア連邦のウクライナ軍事侵攻により、ウクライナの主権や
国民の命が脅かされる事態を憂慮するものであり、ロシア連邦は即時に完全かつ無条件で
撤退し、常任理事国としての責務を全うし、国際法に基づく平和的な手段による早期解決
を求めるとともに、一日も早くウクライナに平和な暮らしが取り戻されることを強く求め
る。 北海道雨竜町議会

ロシア連邦によるウクライナ軍事侵攻に断固抗議する決議

決　議　文
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令和４年第２回定例会までの閉会中に行った所管事務調査の結果内容を報告いたします。       

期　日：令和４年６月３日（金）・６日（月）
＜調査事項＞
　スマート農業への取り組みについて
＜調査結果＞
　本町においては、国営事業ならびに道営事業による農業基盤整備事業が進められ、大規模圃
場によるスマート農業に対応した基盤整備が進められているところである。
　また、ホクレンによるRTK基地局の設置により、生産者も利用しやすい環境が整い、より
高精度な農業ができる環境整備が進められている。
　農業機械においては、日々進化しており無人トラクターや無人田植え機、ドローンによる自
動航行散布、また圃場の自動給水設備等省力化が進められ、近郊の町を含め町内においても導
入が始まっているところではあるが、導入する際のコストが高額なのが現状である。
　しかし、今後においては圃場データの活用により、各種農業機械と連動することによる、生
産コスト削減や農地情報・生産情報の構築による更なる経営全体の改善に効果も期待されるこ
とから、必要な取り組みと考えられる。
　スマート農業については、生産機材への国や道の各種助成事業等があるが、現状では事業活
用のハードルは高く、また今後の農業情勢の変化では農業者の取り組みの鈍化も考えられるた
め、本町としても推進していくには具体的な対応策を講じていかなければならないと考える。
　今後、農業の担い手が希望と安心を持てる農業経営とするため、本町としてもスマート農業
を推進していかなければならないので、関係者が一体となり必要な取り組みに着手し、具体的
な検討と対策、そして将来に向けた可能性の検証と時代の動きを敏感に読み取り、スピード感
をもって取り進められたい。

行政常任委員会報告

ヤンマーによるロボットトラクター実演 ドローンの機能説明

＜現地調査＞
　国営緊急農地再編整備事業の逆川の埋立て
状況について視察を行いました。
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し
た
り
転
倒
し
や
す

く
な
っ
て
骨
折
し
た
り
す
る
可
能
性
が

高
く
な
り
、
最
終
的
に
は
介
護
が
必
要

な
状
態
に
陥
る
危
険
性
が
増
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
少
し
落
ち
着
い
て
き
た
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
先
の
見
え

な
い
自
粛
生
活
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を

予
防
す
る
た
め
に
高
齢
者
の
健
康
管
理

の
一
貫
と
し
て
フ
レ
イ
ル
に
対
す
る
検

査
や
診
断
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
予
定

な
ど
が
あ
る
の
か
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

町　

長

　

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ
い
て
の
質
問

で
あ
り
ま
す
が
、
フ
レ
イ
ル
と
い
う
言

葉
は
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
と
思
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
日
本
で
使
わ
れ
始
め
て

５
年
以
上
に
な
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
新
た
に
で
き
た
言
葉
で
は
な
く
、

そ
れ
ま
で
日
本
で
は
虚
弱
と
い
う
言
葉

に
訳
さ
れ
て
使
わ
れ
て
き
た
も
の
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
は
、
健
康

な
時
期
か
ら
介
護
を
要
す
る
状
態
の
前

ま
で
の
間
、
身
体
、
精
神
、
人
と
の
交

流
と
い
っ
た
社
会
的
側
面
の
３
つ
が

徐
々
に
衰
え
て
い
く
状
態
の
こ
と
を
指

し
、
虚
弱
と
訳
せ
ば
加
齢
に
伴
う
筋
肉

や
身
体
的
活
動
性
の
減
少
の
み
が
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
や
す
い
と
の
こ
と
か
ら
、
近

年
で
は
訳
さ
ず
に
フ
レ
イ
ル
と
い
う
言

葉
が
多
く
使
わ
れ
始
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
フ
レ
イ
ル
予
防
は
、
広
く
介
護

予
防
と
い
う
こ
と
で
、
町
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
そ
し
て
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
議
員
の
お
っ
し

ゃ
る
と
お
り
健
康
な
状
態
は
徐
々
に
低

下
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
働
き
盛

り
の
年
齢
か
ら
も
衰
え
は
始
ま
っ
て
お

り
ま
す
が
、
予
防
と
い
う
観
点
か
ら
は

年
齢
を
問
わ
ず
、
よ
り
早
い
時
期
か
ら

の
意
識
づ
け
と
取
組
が
必
要
と
考
え
て

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
い
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
町
民

の
生
活
様
態
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が

あ
り
、
身
体
的
ス
ト
レ
ス
に
加
え
心
や

生
活
、
活
動
量
も
変
化
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
で
は
可
能
な
限
り
継
続
し
て
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保
健
事
業
、
介
護
予
防
事
業
の
開
催
に

つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
参
加

機
会
の
確
保
も
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

民
に
今
ま
で
以
上
に
健
康
意
識
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
も
関
係
事
業
を
引
き

続
き
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
ご

ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
事
業
実
施
方
法
に
つ

き
ま
し
て
は
担
当
課
で
検
討
を
進
め
て

い
く
と
こ
ろ
で
、
フ
レ
イ
ル
に
対
す
る

検
査
、
診
断
に
つ
き
ま
し
て
は
先
進
自

治
体
で
は
教
育
機
関
と
連
携
し
取
り
組

ん
で
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
町
民
の
健
康
意
識
の
醸
成

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

健
康
教
育
活
動
の
中
で
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
が
で
き
な
い
か
、
十
分
検
討

し
て
い
く
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
た
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

再
質
問

　

町
と
し
て
の
各
種
高
齢
者
に
対
す
る

事
業
や
健
診
等
を
進
め
て
い
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
外
出
す
る
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な

り
、
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
る
こ
と
に

よ
る
社
会
性
が
低
下
を
招
き
ま
す
。
ま

た
、
フ
レ
イ
ル
の
発
生
は
加
齢
と
と
も

に
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
傾
向
で
は

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な

く
現
役
世
代
の
方
に
も
症
状
が
出
て
く

る
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
も
男
性
の
方

の
ほ
う
が
女
性
よ
り
も
多
く
見
ら
れ
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
症
状

は
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
う
こ
と

が
最
初
の
入
り
口
と
な
り
、
生
活
範
囲

や
心
の
健
康
、
ま
た
口
腔
機
能
や
身
体

機
能
ま
で
も
低
下
し
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の

よ
う
に
症
状
が
進
み
、
重
症
化
し
て
い

き
、
最
終
的
に
は
介
護
へ
と
進
行
し
て

い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
な
か

な
か
自
分
自
身
で
は
分
か
り
に
く
い
た

め
、
先
ほ
ど
の
答
弁
の
中
に
も
あ
り
ま

し
た
が
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
症
状
の

簡
易
的
な
診
断
方
法
も
あ
る
よ
う
な
の

で
、
各
種
健
診
や
各
事
業
へ
の
参
加
の

呼
び
か
け
と
連
動
し
た
形
で
広
報
紙
な

ど
も
利
用
し
な
が
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
の

考
え
方
を
町
民
の
皆
様
に
も
知
ら
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
再

度
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
外
出
自
粛
で
の

影
響
へ
の
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

生
活
変
化
は
老
若
男
女
問
わ
ず
身
体
に

も
心
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
っ
た

も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
変
化
し
た

日
常
が
慢
性
化
す
る
こ
と
な
く
以
前
の

よ
う
な
社
会
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
、
す

な
わ
ち
身
体
、
精
神
、
社
会
的
側
面
、

こ
の
３
つ
の
衰
え
の
差
は
、
体
の
違
い

で
す
と
か
生
活
習
慣
の
違
い
で
も
影
響

さ
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
ま
し
て
も
自
立
度
の
高
い
健

康
な
人
で
も
年
齢
と
と
も
に
徐
々
に
衰

え
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
年

齢
と
と
も
に
衰
え
る
こ
と
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
認
識
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
議
員
か

ら
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
対

策
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
を
定
期
的

に
受
診
す
る
な
ど
普
段
か
ら
健
康
維
持

管
理
を
意
識
し
、
さ
ら
に
日
常
で
は
進

ん
で
体
を
動
か
し
、
屋
外
で
の
活
動
や

人
と
の
交
流
に
よ
り
衰
え
の
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
保

健
事
業
、
介
護
予
防
事
業
の
推
進
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た

だ
い
ま
議
員
よ
り
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ

き
ま
し
て
広
報
紙
を
利
用
し
て
自
己
認

識
で
き
る
形
で
の
町
民
へ
の
周
知
、
さ

ら
に
は
各
種
事
業
と
の
連
携
し
た
周
知

の
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
民
の
健

康
意
識
の
醸
成
と
し
ま
し
て
も
広
報
紙

の
活
用
は
と
て
も
有
効
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
よ
り
よ
い
掲
載
方
法
を
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

再
々
質
問

　

今
の
町
長
の
答
弁
の
中
で
あ
り
ま
し

た
広
報
紙
等
に
よ
る
活
用
に
つ
い
て
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
周
知
に
つ
い
て
は
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
レ
イ
ル
の
状
態
は
、
高
齢
者

だ
け
で
は
な
く
40
代
の
方
か
ら
の
発
症

リ
ス
ク
も
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
本
町
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
保
健

福
祉
事
業
や
健
診
だ
け
で
は
な
く
、
町

民
へ
の
周
知
や
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
の
事
例
等
も
参
考
に
さ
れ

な
が
ら
早
期
の
対
応
を
検
討
さ
れ
、
先

ほ
ど
町
長
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
こ
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
健
康
な
町
雨

竜
町
を
築
き
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
、
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

町　

長

　

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
や
っ
て
ご
ざ
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
知
ら
な
か
っ
た
と
か
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

先
ほ
ど
言
っ
た
広
報
も
で
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
職
員
一
丸
と
な
っ
て
周

知
を
し
、
何
と
か
皆
さ
ん
方
に
事
業
へ

参
加
い
た
だ
き
健
康
保
持
を
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
こ
と
に
さ
ら
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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教
育
課
長

　

昨
年
９
月
に
雨
竜
町
は
学
校
法
人
田

中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校
と
７
項
目

の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
昨
年
秋

か
ら
の
試
行
連
携
期
間
を
経
て
、
本
年

４
月
よ
り
本
格
的
に
連
携
事
業
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。
最
初
に
、
現
在
の
連

携
事
業
の
実
施
状
況
で
す
が
、
学
習
活

動
で
は
田
中
学
園
よ
り
派
遣
教
員
１
名

の
雨
竜
小
学
校
へ
の
受
入
れ
、
さ
ら
に

は
田
中
学
園
の
授
業
で
使
用
さ
れ
て
い

る
英
語
教
材
の
雨
竜
小
学
校
授
業
で
の

活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
英
語
教

材
は
、
田
中
学
園
が
自
校
児
童
の
た
め

に
独
自
で
作
成
し
た
教
材
で
す
が
、
特

別
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の

で
す
。
交
流
活
動
に
お
い
て
は
、
初
め

て
の
交
流
事
業
で
し
た
立
命
館
慶
祥
小

学
校
３
年
生
の
校
外
学
習
受
入
れ
に
お

け
る
田
植
体
験
学
習
と
雨
竜
小
児
童
と

の
交
流
会
は
先
週
６
月
16
日
に
行
わ
れ
、

成
功
裏
に
終
了
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
立
命
館
慶
祥
小
学
校
３
年
生
の
宿

泊
研
修
で
の
町
内
施
設
利
用
と
雨
竜
小

児
童
と
の
交
流
を
来
月
７
月
14
日
か
ら

の
２
日
間
予
定
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
さ
ら
な
る
事
業
実
施

に
つ
い
て
で
す
が
、
年
度
内
に
実
施
を

検
討
し
て
い
る
事
業
案
が
い
く
つ
か
あ

る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
双
方
で

詳
細
を
詰
め
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

　

次
に
、
田
中
学
園
で
の
英
語
教
育
に

つ
い
て
で
す
。
田
中
学
園
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
世
界
に
挑
戦
す
る
12
歳

を
テ
ー
マ
に
独
自
の
教
育
課
程
を
取
り

進
め
て
お
り
ま
す
。
特
色
的
な
取
組
と

し
て
、
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
の
教

育
手
法
に
よ
り
英
語
教
育
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
小
学
１
年
生
か
ら
英

語
を
必
修
科
目
に
す
る
と
と
も
に
、
体

育
や
音
楽
な
ど
の
授
業
に
お
い
て
も
で

き
る
だ
け
英
語
を
使
っ
て
学
ぶ
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
教
育
に
よ
り
、
日
常
的
に
多
く

の
英
単
語
に
触
れ
る
こ
と
で
自
然
に
英

語
が
身
に
つ
く
確
率
が
高
い
学
習
方
法

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
雨
竜
小
学
校
に
お
け
る
英

語
教
育
の
内
容
と
体
制
で
す
が
、
雨
竜

町
で
は
田
中
学
園
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
教

材
と
学
習
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
提
供
を

受
け
、
英
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
各

学
年
に
お
い
て
取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
取
り
入
れ
る
た

め
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
等
の
設
備
も
整
備

済
み
で
、
試
行
的
な
学
習
も
既
に
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
６
月
下
旬
か
ら

の
本
格
的
な
取
組
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
田
中
学
園
か
ら
の
派
遣
教

員
が
小
学
３
、
４
年
生
の
外
国
語
活
動

の
授
業
を
１
年
間
通
し
て
専
科
担
任
と

し
て
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
４
月
か
ら
指
導
が
開
始
さ
れ
、
雨

竜
小
児
童
も
田
中
学
園
か
ら
の
派
遣
教

員
と
授
業
の
中
で
積
極
的
に
英
語
を
使

っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

再
質
問

　

田
中
学
園
で
は
、
小
学
校
６
年
卒
業

時
ま
で
に
英
語
の
学
習
成
果
を
確
認
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
英
語
検
定
試
験
の

受
験
を
積
極
的
に
推
奨
す
る
予
定
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
英
語
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
田
中
学
園
か
ら
教
員
の
派
遣

や
教
材
の
提
供
を
受
け
て
英
語
の
学
習

を
進
め
て
い
く
雨
竜
町
で
は
、
教
育
、

特
に
英
語
分
野
に
関
す
る
学
習
を
ど
の

よ
う
な
考
え
の
下
で
推
進
し
て
い
く
の

か
、
今
後
に
お
け
る
教
育
方
針
等
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
長

　

令
和
２
年
度
に
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
よ
り
小
学
校
５
、
６
年
生
に
外
国

語
が
教
科
と
し
て
加
わ
り
、
ま
た
３
、

４
年
生
に
お
い
て
は
外
国
語
活
動
と
し

て
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
外
国
語
の
重
要
性
を
意
識
し
た
学

習
内
容
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
必
要
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。
雨
竜
町
で
は
、
中

学
校
進
学
時
に
学
習
す
る
英
語
教
科
と

の
接
続
性
を
考
慮
し
た
結
果
、
小
学
校

か
ら
学
ぶ
べ
き
外
国
語
と
し
て
英
語
を

選
択
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

包
括
連
携
協
定
締
結
に
よ
り
英
語
イ
マ

質　

問

　

本
年
４
月
に
札
幌
市
に
北
海
道
で
は

４
校
目
の
私
立
小
学
校
と
し
て
開
校
し

た
田
中
学
園
立
命
館
慶
祥
小
学
校
で
す

が
、
田
中
学
園
と
雨
竜
町
と
の
間
で
昨

年
秋
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、
本

年
４
月
か
ら
様
々
な
学
習
に
関
す
る
連

携
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
雨
竜
小
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
連

携
事
業
が
実
施
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う

な
も
の
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
伺

い
ま
す
。

　

ま
た
、
田
中
学
園
は
外
国
語
教
育
、

特
に
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
学

校
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
田
中
学
園

で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
小
学
生
に
特
徴

的
で
独
自
な
英
語
教
育
を
進
め
て
い
る

の
か
、
さ
ら
に
今
回
の
包
括
連
携
協
定

締
結
に
お
い
て
雨
竜
小
学
校
児
童
に
対

す
る
英
語
教
育
の
内
容
や
指
導
体
制
に

つ
い
て
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
田
中
学
園
と
の
連
携
事
業
と

今
後
に
お
け
る
町
の
取
組
に
つ
い
て
」

野村議員
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学
校
在
籍
児
童
は
も
と
よ
り
雨
竜
小
学

校
在
籍
児
童
に
も
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

享
受
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
習
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
双
方
の
児
童
が
今
後
交
流
す
る
事

業
も
幾
つ
か
予
定
さ
れ
て
お
り
、
都
市

部
在
住
児
童
と
地
方
在
住
児
童
と
の
貴

重
な
交
流
の
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

固
定
化
さ
れ
た
人
間
関
係
に
な
り
が
ち

な
地
方
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
人

的
交
流
の
幅
が
広
が
り
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
過
程
の
一
助
と
し
て
の
魅
力
は

非
常
に
大
き
い
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま

す
。
相
互
交
流
を
行
う
こ
と
で
児
童
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
保
護
者
や
学
校
関
係

者
に
雨
竜
と
い
う
町
を
よ
り
多
く
知
っ

て
も
ら
い
認
知
度
を
高
め
、
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
で
末
永
く
町
の
応
援
者
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
も
考
え
て
お
り
ま

す
。

※
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育

未
修
得
言
語
の
学
習
方
法
の
一
つ
で
あ

り
、
英
語
環
境
で
他
教
科
の
授
業
を
す

る
こ
と
に
よ
り
英
語
で
過
ご
す
時
間
を

作
り
、
修
得
を
目
指
す
も
の
。

質　

問

　

持
続
可
能
な
開
発
目
標
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
取
り
組
む
べ

き
国
際
目
標
で
す
。
持
続
可
能
な
世
界

を
実
現
す
る
た
め
、
貧
困
を
な
く
す
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
全

て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
な
ど
17
の
ゴ

ー
ル
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構

成
さ
れ
、
地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
取

り
残
さ
な
い
た
め
、
多
様
性
と
包
摂
性

の
あ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
が

日
本
の
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
は
難
し
い
、
個
人
的
に

は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
あ
り
ま
す
。
分
か
り
や

す
く
町
民
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
推

奨
し
た
り
、
政
策
な
ど
に
も
取
組
を
明

記
し
た
り
、
周
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
世
界
共
通

の
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
参
考
に
す

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

持
続
可
能
な
開
発
目
標
に
つ
い
て
」

佐々木議員

る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
現
状
を
客
観
的

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
長
所
や
短

所
、
新
た
な
課
題
な
ど
が
見
え
て
き
て

現
状
の
分
析
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
は

と
て
も
大
事
で
、
雨
竜
町
と
し
て
も
２

０
３
０
年
の
目
標
に
向
け
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
組
を
推
進
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
町
長
に
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
１

９
３
の
国
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
こ
ち
ら
が
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
貧
困

や
飢
餓
か
ら
環
境
問
題
、
経
済
成
長
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ま
で
幅
広
い
様
々
な
課
題

が
網
羅
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
豊
か
さ

を
追
求
し
な
が
ら
も
地
球
環
境
を
守
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
、
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
３

０
年
ま
で
の
15
年
間
に
達
成
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
中
で
日
本
政
府
が
発
表
し
て
い

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

２
２
で
は
、
全
て
の
人
が
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
新
し
い
社
会
へ
、
こ
ち
ら

を
目
標
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
活
躍

す
る
社
会
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
、

健
康
、
長
寿
の
達
成
、
持
続
可
能
で
強

ー
ジ
ョ
ン
教
育
に
関
す
る
教
材
が
田
中

学
園
か
ら
提
供
さ
れ
、
既
に
雨
竜
小
学

校
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
教
材
は
田
中
学
園
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
教
員
が
メ
イ
ン
と
な
り
、
現
在

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
学
校
低
学
年
か
ら
外
国
語
を
学
ぶ

こ
と
が
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
た

こ
と
で
、
道
内
公
立
小
学
校
に
お
い
て

は
試
行
錯
誤
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
外
国
語
の
学
習
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
雨
竜
町
で

は
田
中
学
園
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
特
色

あ
る
指
導
に
よ
り
小
学
生
の
段
階
か
ら

英
語
に
積
極
的
に
触
れ
て
も
ら
い
、
国

際
的
感
覚
を
早
い
段
階
か
ら
身
に
つ
け

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
小
学

校
か
ら
英
語
を
学
ぶ
機
会
が
増
え
る
こ

と
に
よ
り
、
学
習
成
果
の
確
認
と
個
々

の
学
習
意
欲
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、

中
学
校
進
学
後
に
公
益
財
団
法
人
日
本

英
語
検
定
協
会
が
行
う
試
験
、
い
わ
ゆ

る
英
検
の
受
験
を
積
極
的
に
推
奨
す
る

と
同
時
に
、
個
々
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た

英
検
に
お
け
る
検
定
級
の
取
得
を
学
習

目
標
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
も
学
校
と

も
協
議
の
上
で
今
後
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

田
中
学
園
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
立
命
館
慶
祥
小
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業
所
、
さ
ら
に
は
個
人
が
で
き
る
こ
と

そ
れ
ぞ
れ
で
目
標
を
定
め
、
持
続
可
能

で
無
理
せ
ず
続
け
ら
れ
る
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
取
組
が
必
要
と
判
断
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
は
町
と
し
て
推
進
す
る
の
で
は

な
く
、
様
々
な
立
場
や
関
連
分
野
で
相

互
に
連
携
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

再
質
問

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
の
中
に
は
本

町
も
既
に
取
り
組
む
計
画
を
持
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
11
の
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
と
い
う

項
目
に
は
、
脆
弱
な
立
場
に
あ
る
人
の

交
通
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
提
供
や
包
摂
的

な
緑
地
や
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
普
遍
的
ア

ク
セ
ス
提
供
な
ど
、
自
治
体
行
政
の
参

画
抜
き
に
し
て
ゴ
ー
ル
11
の
達
成
は
不

可
能
と
言
え
ま
す
。
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
社
会
を
目
指
し
、
経
済
、
社
会
、

環
境
を
め
ぐ
る
広
範
囲
な
課
題
に
町
民

と
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
家
庭
で
も
節
電
や
節
水
、

フ
ー
ド
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と
、
リ
サ
イ

ク
ル
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
、
公
共
交

通
機
関
を
使
う
こ
と
、
家
事
を
平
等
に

分
担
す
る
こ
と
、
災
害
に
備
え
る
こ
と

な
ど
身
近
な
取
組
と
し
て
持
続
可
能
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
あ
り
ま
す
し
、
本
町
と
し

て
も
推
奨
し
て
い
き
、
町
民
と
の
共
通

認
識
と
し
て
町
の
活
性
化
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
未
来
に
希
望
の
持
て
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
に
は
必
要
な
こ
と

と
考
え
ま
す
が
、
再
度
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町　

長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
本
質
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
17
の
目
標
相
互
に
連
携
し
て
お
り
、

そ
れ
を
包
括
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
本

当
の
意
味
で
の
解
決
に
向
か
う
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
行
政
や
事
業
者
に
至
り

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
環
境
に
対
す
る
取
組
や
各
種
事
業

活
動
の
中
で
様
々
な
考
え
の
下
実
施
し

て
き
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
多
々

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
持

続
可
能
な
事
業
活
動
と
い
う
視
点
で
見

直
し
て
み
る
こ
と
で
そ
の
関
係
性
を
把

握
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
行
政
が
で
き
る
こ
と
、
事
業

者
や
個
人
が
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
官
民
一
体
と
な
っ
て

協
力
し
、
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
目

標
へ
の
理
解
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
全
て

の
人
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
、
環
境
問
題
や
差
別
の
な
い

靱
な
国
土
と
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
省
エ
ネ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

防
災
、
気
候
変
動
対
策
、
循
環
型
社

会
、
生
物
多
様
性
、
森
林
、
海
洋
等
の

環
境
保
全
な
ど
８
分
野
に
特
に
力
を
注

い
で
い
く
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
教
育
面
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
を
担
う
人
材
育
成
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
、
こ
れ
は
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
で
す
が
、
こ
の

こ
と
を
推
進
す
る
た
め
、
小
学
校
で
は

２
０
２
０
年
度
、
中
学
校
で
は
２
０
２

１
年
度
に
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
も
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
議
員
か
ら
雨
竜
町
と
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
を

見
せ
て
は
ど
う
か
と
い
う
ご
質
問
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
例
え
ば
外
務
省
が
提

唱
し
て
い
る
海
洋
汚
染
を
防
ぐ
た
め
の

ご
み
の
減
量
や
分
別
回
収
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
品
減
少
や
エ
コ
バ
ッ
グ
の
普
及
、

そ
の
ほ
か
に
森
林
保
全
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
持
続
可
能
な
農
業
を
支

え
る
た
め
の
基
盤
整
備
と
担
い
手
の
支

援
な
ど
、
既
に
雨
竜
町
や
各
事
業
者
に

お
い
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連
す
る
取
組

を
幅
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
し
、
政
府
の
発
表
で
は
各
事

業
経
営
者
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
認
知

度
も
全
国
的
に
85
％
に
達
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

長
く
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
行
政
や
事

持
続
可
能
で
豊
か
な
活
力
あ
る
未
来
に

住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
町
と
し
て
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
関
連
す
る
分
野
の
達
成
に
向
け
て
で

き
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
環
境
省
の
ほ
う
で
各
自
治

体
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
計
画
を
立
て
る

と
い
う
こ
と
が
、
い
つ
と
い
う
の
は
ま

だ
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
よ
う
な
計

画
、
ど
こ
の
自
治
体
も
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
当
然
雨
竜
町
が
ど
う
い
っ
た

こ
と
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
明

記
し
て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
行
政
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
た

そ
の
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
に

は
議
員
の
皆
さ
ん
に
も
お
知
ら
せ
し
て

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ま
た
計
画
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
の
も
協

議
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
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●ＳＤＧｓやスマート農業などの先進的な
取り組みについても話し合われていて、よ
りよいまちを作るために頑張っていること
が分かった。

●議会をどのように行っているか知ること
ができて良い経験になった。秋に行う子ど
も議会では良い意見を出せるよう頑張りた
いと思います。

●町民に関する話は出ると思ったが、ＳＤ
Ｇｓなど世界に関する話は出ないと思っていたので意外だった。日々、町が良くなるよう
にしてくれている議会の皆様は、本当にすごいと思った。

●全然、想像していたのとは違った。一般質問で町のために質問やその対策等をやってい
るのだなと思った。自分には分からないことがいっぱいあった。

●緊迫した中で、話を聞いているだけで緊張しました。でも議会は初めて聞いたので「こ
んな感じなんだなぁ」と思いました。

●答弁のしかたが生徒総会と似ていた。専門用語がたまに使われていて難しかった。アド
リブで話しているのかと思っていた。今日の傍聴を秋の子ども議会に活かしたい。

●議員から議長が出ることに驚いた。秋に
向けて具体的でシンプルな提案をしたい。

●現在の雨竜の状態を知ることができたの
で良かった。特に、町議の意見や質問を聴
くことができ、フレイルやＳＤＧｓなどの
難しい言葉も理解することができたので、
とても良い勉強になった。高齢者の視点で
聞くことができたので良かった。

　第２回定例会を雨竜中学校３年生の生徒の皆さんが、社会科の授業の一環として傍聴されま
した。
　皆さんの感想を寄せていただきましたのでご紹介します。

中学３年生が傍聴に来てくれました！

６月２１日開催　第２回定例会に・・・

　また、今年度は中学３年生による「子ども議会」の開催を計画されているとのことです。皆
さんから様々な意見が出されることを楽しみにしています。
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○北海道町村議会議員研修会

　７月６日（水）、札幌コンベンションセンターにおいて、北
海道町村議会議長会主催による議員研修会が開催され、全議員
が出席し、講演を聴講しました。

・講演　「参院選最終情勢分析と選挙後の政局展望」

　　　　　　政治ジャーナリスト　　　泉　　　宏　　氏

○中空知ふるさと市町村圏議員交流会

　７月１４日（木）、秩父別町ファミリースポーツセンターに
おいて、空知町村議会議長会主催による議員研修会が開催され、
全議員が出席し、講演を聴講しました。

・講演　「まちが素敵になるしかけ」

　　　　株式会社　北海道二十一世紀総合研究所

　　　　　　調査部・特任審議役　　　木　本　　晃　氏

議　員　研　修　会

議会の傍聴お待ちしています！
定例会は年４回、臨時会については必要に応じて開かれます。

次回の定例会は９月に開催を予定しています。

事前の申し込みは不要です。ぜひお気軽にお越しください。
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　令和４年６月１４日に札幌市で開催された、北海道町村議会議長会第７３回定期総会におい
て、空知議長会を代表し、竹ヶ原議長が提起し、決議されました。

地域に活力をもたらす安定した農業の推進について

提出者：空知議長会（雨竜町議会）

　北海道の農業は、地域経済を維持していくう
えで欠かすことのできない産業である。
この広大で肥沃な大地を生かし、各地域の実情
に即して、安心・安全そして安定した農産物の
生産と供給に努めている。
　一方で、離農や高齢化による担い手不足など
さまざまな農業課題を抱え続けている。
　貿易の自由化による海外との競争力低下、コ
ロナ禍による外食産業などの消費減少、農業政
策への不安、気候変動問題、消費者ニーズの多
様化など、北海道の農業は時代とともに大きな変化の中にいつもある。
　加えて、理解しがたい現下の東西対立による不安定な国際情勢が、物資の不足や食糧危機を
招くなど我が国の農業にとってますます先行き不透明な状況をもたらしている。
　これまでも地域農業は努力を重ね、豊かな水資源と広大な農地を活用し、稲作を主体に地域
の特色を活かしながら、小麦・大豆など土地利用型の畑作や野菜・花きなどの園芸を取り入れ
た多様な水田農業を展開してきた。
　昨年11月に示された「水田活用の直接支払交付金」の見直しは、道内の農村地域に甚大な影
響を及ぼすばかりではなく、大きな混乱が生じている。
　しかし、農作物の安定供給、食料自給率・自給力の向上、農業技術の継承、多面的機能の維
持強化等を図るためには、我が国の農業を特徴づける生産基盤である水田を最大限に有効活用
することが重要であると考える。
　これからも地域に活力をもたらす農業の維持・推進のため、次の対策を強く要望する。

記

１．国内の食料事情の安定化を図るため、食料自給率の向上に必要とする政策支援の推進と、
各地域の実情に即した多様な経営基盤の安定を図るため必要とする対策関連予算の措置を講
じること

２．生産現場の意見を反映し、「水田活用の直接支払交付金」の混乱の早期解決と、農村の活
性化と持続的な発展に向け、今後も必要な予算の確保と恒久的な運用が出来る対策の支援を
図ること

３．新型コロナウイルス感染症による、インバウンド需要の低迷や中食・外食産業の大幅な消
費減少などに対する地域経済の活性化対策関連予算の措置を講じること

４．過疎化の進み方が早い農村地域に対し、世代を超えて地域を誇ることのできる農村の歴史
や生活文化・景観などにスポットを当て、地域づくりのキッカケとなる取り組みを図りなが
ら、農村集落の維持・活性化へと導き出す取り組みに対する支援を行うこと
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５．スマート農業の活用は、国際目標であるＳＤＧｓで提唱する環境と調和した持続可能な農
業の推進を図り、また加速化するカーボンニュートラルの実現にも不可欠なものであり、農
業分野におけるＩＣＴ等の先進技術活用に対する対策の支援を行うこと。

　令和４年6月14日に北海道町村議会議長
会より、長年にわたり地方自治の振興発展
に尽くされた功績が讃えられ、竹ヶ原議長
が表彰されました。
　この表彰は、町議会議員として15年以上
在職されたことによる表彰であり、竹ヶ原
議長は平成19年４月から現在にわたり町議
会議員として活動されています。
　６月21日開催の第２回定例会時に須見副
議長から表彰状の伝達が行われました。

北海道町村議会議長会表彰伝達式

請願（陳情）書とは･･･ ？
　政治や行政に関して希望や要望を述べる
ことです。

請願（陳情）書の提出の仕方
①　請願書を提出される方は、請願の趣旨、
　提出年月日、請願者の住所及び氏名（法
　人の場合はその名称及び代表者の氏名）
　を記載のうえ押印し右記の様式により提
　出願います。
②　請願書には、町議会議員の中から３名
　以内の紹介議員が必要です。紹介議員と
　して署名・押印を受けて下さい。
　※陳情書には紹介議員は必要ありません。

　　以上の条件により提出された請願（陳
　情）書により議会において審議されます。
　　不明な点については、議会事務局にお
　問い合わせ下さい。

請願（陳情）書の提出の仕方

（様式１）　　　　令和　　年　月　日
　　○○○○○○○請願書
　　　住所
　　　請願団体
　　　代表者　　　　　　　　㊞

　　　紹介議員　　　　　　　㊞
　　　紹介議員　　　　　　　㊞

雨竜町議会議長　○○○○　様

（様式２）
　　請願趣旨

（請願の趣旨を記載して下さい。）

※陳情書の場合は「請願」を「陳情」に
　読みかえて下さい。
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　新型コロナウイルス感染症も少し落ち着き、
感染症対策を行いながら今までの日常が戻り
つつあったところですが、国内では第７波と
もいわれる拡大が広がりつつあります。町内
における４回目のワクチン接種については、
８月下旬から順次始まりますので接種対象者
の方は感染予防のためにも、接種していただ
きたいと思います。
　さて、６月の定例会では、雨竜中学校３年
生が社会の授業の一環で、議会の傍聴に来て
くれました。中学生の傍聴は私たちにも良い
刺激になりました。また、中学生議会の開催
に向け、議場の様子や議会の雰囲気なども感
じていただけたと思います。中学生の質問を
議員一同楽しみにしています。
　今年の夏も暑くなりますが、町民の皆様に
おかれましても暑さ対策・感染症対策を行い
ながら体調管理に気をつけてお過ごしくださ
い。

（吉見　拓也　記）

編　集　後　記

　議会広報特別委員会
　　　　　委 員 長　　木　村　啓　治
　　　　　副委員長　　佐々木　　　徹
　　　　　委　　員　　吉　見　拓　也

　　９日　中空知議会議長連絡協議会第１
　　　　　回定期総会 議　長
　１６日　交通安全推進委員会理事会・総
　　　　　会 議　長
　　　　　雨竜町商工会定期総会 議　長
　２７日　議会運営委員会・第２回臨時会 
30～31日　全国町村議会議長・副議長研修
　　　　　会（東京都） 副議長

６　月
３・６日　行政常任委員会
　　７日　雨竜町観光協会総会 議長他
　　９日　議会運営委員会
　１４日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　　　及び研修会（札幌市） 議　長
14～15日　雨竜町中央要望実行運動
　　　　　（東京都） 議　長
　１６日　戦没者追悼式 議　長
　１９日　陸上自衛隊旭川駐屯地創立記念
　　　　　式典（旭川市） 議　長

おもな議会のうごき　（５月～７月）

５　月 　２１日　第２回定例会
　２４日　雨竜沼湿原・南暑寒岳登山安全
　　　　　祈願祭 議　長

　　１日　町営プール安全祈願祭 議　長
　　　　　国営緊急農地再編整備事業雨竜
　　　　　暑寒地区促進期成会総会
 議長他
　　６日　北海道町村議会議長会主催議員
　　　　　研修会（札幌市） 全議員
　　８日　雨竜消防演習 議長他
　　　　　議会広報特別委員会
　１４日　空知町村議会議長会議員研修会
　　　　　（秩父別町） 全議員
　　　　　北竜町議会議員親睦交流会
 全議員
　２０日　議会広報特別委員会
26～28日　空知町村議会議長会中央要望実
　　　　　行運動（東京都） 議　長

７　月

６　月

　議員有志をはじめ、町職員と地域おこ
し協力隊の総勢１６名で雨竜沼湿原へ行
ってきました。昨年は見られなかった、
辺り一面に咲くエゾカンゾウには思わず
目を奪われました。次はどんな景色が見
られるか楽しみです。

（佐々木　徹　記）

今年も雨竜沼湿原へ！


